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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期

第１四半期
累計期間

第59期
第１四半期
累計期間

第58期

会計期間
自 2023年３月１日

至 2023年５月31日

自 2024年３月１日

至 2024年５月31日

自 2023年３月１日

至 2024年２月29日

売上高 （千円） 14,555,784 10,981,434 38,825,853

経常利益 （千円） 1,579,978 1,006,882 3,820,345

四半期（当期）純利益 （千円） 1,097,142 686,054 2,638,765

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,403,091 1,403,091 1,403,091

発行済株式総数 （株） 11,100,000 11,100,000 11,100,000

純資産額 （千円） 29,359,114 30,774,064 30,658,726

総資産額 （千円） 97,405,733 106,173,920 101,228,609

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 98.84 62.20 237.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 60.00

自己資本比率 （％） 30.1 29.0 30.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性が乏しいため、

記載を省略しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社で営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境は全体として緩やかに改善方向に向かってお

り、個人消費についても物価上昇の影響を受けつつも回復傾向が見られ、インバウンド需要効果もあり、経済活

動は活性化の方向に向かいつつあります。一方、不透明な海外情勢、円安の長期化や公共料金値上げなどに起因

する更なる物価上昇による個人消費の減退懸念、金融資本市場の動向等、国内外の経済動向の先行きの見通しは

不透明な状況が継続しております。

不動産業界におきましては、金融政策や節約志向などの影響を受けながらも政府の住宅取得支援策の継続や住

宅ローン金利の低位安定等で住宅需要は底堅く推移しておりますが、建築コストの高止まり等による販売価格へ

の影響、日銀の金利政策の動向等が懸念される状況が続いております。

こうした事業環境の中、当第１四半期累計期間における売上高は10,981百万円（前年同期比75.4％）、営業利

益は1,252百万円（同71.4％）、経常利益は1,006百万円（同63.7％）、四半期純利益は686百万円（同62.5％）と

なりました。

なお、当社の主要事業である分譲マンション販売は、マンションの竣工後購入者へ引渡しが行われる際に売上

高が計上されるため、開発時期や工期等により四半期ごとの業績に偏向が生じる場合があります。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（分譲マンション販売）

主力の分譲マンション販売におきましては、マンション価格は高値圏で推移しているものの住宅ローン金利の

低水準の継続や住まいへの利便性重視の傾向から分譲マンション市場は比較的堅調に推移しており、当社としま

しては新規発売物件を中心に契約獲得に向けた販売活動に注力してまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間における売上高は8,630百万円（前年同期比72.6％）、セグメント利益（営業

利益）は1,007百万円（同65.3％）となりました。

なお、当第１四半期累計期間において、分譲マンションの発売戸数は233戸（前年同期比156.4％）、契約戸数

は149戸（同74.5％）、引渡戸数は187戸（同69.8％）となり、契約済未引渡戸数は652戸（同90.1％）となりまし

た。

（戸建て住宅販売）

戸建て住宅販売におきましては、新規発売物件を中心に契約獲得に向けた販売活動に注力してまいりました。

その結果、戸建て住宅７戸の引渡しにより、売上高は270百万円（前年同期比62.2％）、セグメント利益（営業

利益）は10百万円（同27.5％）となりました。

（その他不動産販売）

その他不動産販売におきましては、賃貸マンション・宅地等４物件の販売により、売上高は1,225百万円（前年

同期比85.6％）、セグメント利益（営業利益）は278百万円（同147.9％）となりました。

（不動産賃貸収入）

不動産賃貸収入におきましては、当社が主力としております住居系は比較的安定した賃料水準を維持してお

り、入居率の向上と滞納率の改善に努めると同時に、最適な賃貸不動産のポートフォリオ構築のため、新規に物

件を取得するなど賃貸収入の安定的な確保を目指してまいりました。

その結果、不動産賃貸収入は825百万円（前年同期比103.9％）となり、セグメント利益（営業利益）は248百万

円（同97.9％）となりました。
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（その他）

その他の売上高は、解約手付金収入、保険代理店手数料収入及び仲介手数料等で29百万円（前年同期比

234.1％）、セグメント利益（営業利益）は26百万円（同264.3％）となりました。

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産は、106,173百万円（前事業年度末比4,945百万円の増加）となりまし

た。

主な要因は、次期以降の用地取得及び建築費等の支払いによる仕掛販売用不動産の増加2,219百万円、分譲マン

ション及び販売用収益物件の竣工等による販売用不動産の増加1,712百万円、現金及び預金の増加621百万円等に

よるものであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債は、75,399百万円（前事業年度末比4,829百万円の増加）となりました。

主な要因は、引渡による前受金の減少3,171百万円等に対し、長期借入金（１年内返済予定分含む）の増加

6,204百万円、短期借入金の増加962百万円、買掛金等仕入債務の増加901百万円等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、30,774百万円（前事業年度末比115百万円の増加）となりました。

主な要因は、剰余金の配当377百万円及び自己株式の取得203百万円等に対し、四半期純利益686百万円の計上等

によるものであります。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(4) 従業員数（提出会社の状況）

当第１四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　

(5) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

経営成績に重要な影響を与えると推測される要因は、事業等のリスクに記載したとおりであります。各リスク

に対しては、影響を最小限に抑えられるように、発生の可能性や結果の重大性に応じた対策を講じてまいりま

す。

　

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期累計期間における資金調達は、金融機関からの借入金により事業用資金として12,739百万円、運

転資金として1,300百万円を調達しております。具体的には分譲マンション及び戸建て住宅の開発用地の取得や建

築代金支払いにかかる資金をはじめとして、事業用固定資産（賃貸用不動産）の取得等に伴う資金を含めて、プ

ロジェクト単位で資金調達を行うことを基本としております。

当第１四半期会計期間末の現金及び現金同等物は15,624百万円となっており、大型プロジェクトに対応したコ

ミット型シンジケートローンの取り組みや、一棟売り小型賃貸住宅の開発資金向けコミットメントラインの設

定、プロジェクト展開地域を主要地盤とする金融機関の活用など、資金調達の円滑化に向けた対応を進めており

ます。
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(8) 生産、受注及び販売の実績

当社の主力事業である分譲マンション販売は、マンションの竣工後購入者へ引渡しが行われる際に売上高が計

上されるため、開発時期や工期等により四半期ごとの売上実績に偏向が生じる傾向にあり、その内容については

次の通り(セグメント別の前年同期比)であります。

　　①　当第１四半期累計期間におけるセグメントごとの販売実績

セグメントの名称

当第１四半期累計期間

(自　2024年３月１日　至　2024年５月31日)

物件名又は内容
戸数

（戸）

金額

（千円）

構成比

(％)

前年同期比

(％)

分譲マンション販売

ワコーレ明石人丸 57 2,518,678 － －

ワコーレ西田辺リーヴス 66 2,487,970 － －

ワコーレ池田プレジデンス 22 1,145,168 － －

ワコーレ六甲篠原中町 17 1,062,220 － －

ワコーレフェリズ西岡本 14 1,011,454 － －

その他 11 405,068 － －

小　　計 187 8,630,561 78.6 72.6

戸建て住宅販売
戸建て住宅 7 270,274 － －

小　　計 7 270,274 2.4 62.2

その他不動産販売
賃貸マンション・宅地等の販売 23 1,225,900 － －

小　　計 23 1,225,900 11.2 85.6

不動産賃貸収入
賃貸マンション等の賃貸収入 － 825,622 － －

小　　計 － 825,622 7.5 103.9

その他
その他の収入 － 29,076 － －

小　　計 － 29,076 0.3 234.1

合　　計 217 10,981,434 100.0 75.4
 

(注) １．分譲マンション販売の金額には、住戸売上のほかに分譲駐車場の金額が含まれております。

２．その他不動産販売の戸数は、一棟売却の賃貸マンションの戸数を記載しており、土地売りについては含めて

おりません。

３．不動産賃貸収入及びその他には、販売住戸が含まれていないため、戸数表示はしておりません。

４．共同事業の戸数及び金額は、出資割合によりそれぞれ計算（小数点以下切捨て）しております。

 
　　②　当第１四半期累計期間におけるセグメントごとの契約実績

セグメントの名称

当第１四半期累計期間

(自　2024年３月１日　至　2024年５月31日)

期中契約高 契約済未引渡残高

戸数

（戸）

金額

（千円）

前年同期比

（％）

戸数

（戸）

金額

（千円）

前年同期比

（％）

分譲マンション販売 149 7,738,259 84.3 652 32,686,866 102.9

戸建て住宅販売 14 565,799 87.5 14 541,326 75.9

その他不動産販売 18 699,340 98.7 15 214,770 107.8

合計 181 9,003,399 85.4 681 33,442,963 102.3
 

(注) １．分譲マンション販売の金額には、住戸売上のほかに分譲駐車場の金額が含まれております。

２．その他不動産販売の戸数は、一棟売却の賃貸マンションの戸数を記載しており、土地売りについては含めて

おりません。

３．共同事業の戸数及び金額は、出資割合によりそれぞれ計算（小数点以下切捨て）しております。
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(9) 主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい変

更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,400,000

計 34,400,000
 

 
② 【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(2024年５月31日)

提出日現在

発行数(株)

(2024年７月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 11,100,000 11,100,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式:100株

計 11,100,000 11,100,000 － －
 

(注) 完全議決権株式であり、株主としての権利内容に制限のない標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2024年５月31日 ― 11,100,000 ― 1,403,091 ― 1,448,280

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式

200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,081,100 110,811 －

単元未満株式 普通株式 18,700 － －

発行済株式総数  11,100,000 － －

総株主の議決権  － 110,811 －
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式数には、証券保管振替機構名義の株式は含まれておりません。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2024年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

３．「単元未満株式」欄には、自己株式（自己保有株式）が48株含まれております。

４．当社は、2024年４月12日開催の取締役会において、自己株式の取得に係る事項について決議し、以下のとお

り実施し、取得を完了しました。

　　・取得した株式の種類　：普通株式

　　・取得した株式の総数　：144,400株

　　・株式の取得価額の総額：203,604,000円

　　・取得日　　　　　　　：2024年４月16日

　　・取得方法　　　　　　：東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

 
② 【自己株式等】

2024年５月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

(自己保有株式)

和田興産株式会社
神戸市中央区栄町通
４-２-13

200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00
 

（注）当社は、2024年４月12日開催の取締役会において、自己株式の取得に係る事項について決議し、以下のとおり

実施し、取得を完了しました。

　　　　・取得した株式の種類　：普通株式

　　　　・取得した株式の総数　：144,400株

　　　　・株式の取得価額の総額：203,604,000円

　　　　・取得日　　　　　　　：2024年４月16日

　　　　・取得方法　　　　　　：東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2024年３月１日から2024年５月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有

限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2024年２月29日)
当第１四半期会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,345,545 17,967,197

  売掛金 5,559 5,892

  リース債権 794,384 788,691

  販売用不動産 ※１  9,610,934 11,322,960

  仕掛販売用不動産 44,283,350 46,503,242

  その他 348,761 321,733

  貸倒引当金 △7,663 △7,917

  流動資産合計 72,380,873 76,901,801

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 12,470,586 12,649,264

   土地 13,660,426 13,666,425

   その他（純額） ※１  568,548 753,265

   有形固定資産合計 26,699,562 27,068,955

  無形固定資産 668,143 666,793

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 466,061 472,466

   その他 1,029,577 1,079,510

   貸倒引当金 △15,609 △15,606

   投資その他の資産合計 1,480,029 1,536,369

  固定資産合計 28,847,735 29,272,119

 資産合計 101,228,609 106,173,920
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2024年２月29日)
当第１四半期会計期間
(2024年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,783,196 1,766,034

  電子記録債務 4,864,649 7,782,814

  短期借入金 7,754,500 8,717,392

  1年内償還予定の社債 56,000 56,000

  1年内返済予定の長期借入金 9,969,623 12,231,957

  未払法人税等 853,085 346,150

  前受金 6,287,288 3,115,527

  賞与引当金 150,940 234,726

  役員賞与引当金 10,275 20,550

  完成工事補償引当金 20,000 18,000

  資産除去債務 1,240 -

  その他 972,507 1,330,848

  流動負債合計 34,723,306 35,620,001

 固定負債   

  社債 176,000 148,000

  長期借入金 34,633,089 38,574,972

  退職給付引当金 246,116 252,728

  役員退職慰労引当金 122,569 -

  資産除去債務 315,735 325,338

  その他 353,065 478,815

  固定負債合計 35,846,575 39,779,855

 負債合計 70,569,882 75,399,856

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,403,091 1,403,091

  資本剰余金 1,448,280 1,448,280

  利益剰余金 27,790,332 28,098,995

  自己株式 △121 △203,770

  株主資本合計 30,641,581 30,746,595

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 20,859 27,294

  繰延ヘッジ損益 △3,714 173

  評価・換算差額等合計 17,145 27,468

 純資産合計 30,658,726 30,774,064

負債純資産合計 101,228,609 106,173,920
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年３月１日
　至 2024年５月31日)

売上高 14,555,784 10,981,434

売上原価 11,735,166 8,607,175

売上総利益 2,820,618 2,374,259

販売費及び一般管理費 1,066,554 1,121,394

営業利益 1,754,063 1,252,864

営業外収益   

 受取利息 56 67

 受取配当金 3,255 368

 保険解約返戻金 6,319 1,842

 受取手数料 3,910 1,116

 その他 2,522 3,715

 営業外収益合計 16,064 7,110

営業外費用   

 支払利息 148,135 171,850

 資金調達費用 37,710 77,634

 その他 4,304 3,607

 営業外費用合計 190,149 253,092

経常利益 1,579,978 1,006,882

特別損失   

 固定資産売却損 2,597 -

 固定資産除却損 - 7,629

 特別損失合計 2,597 7,629

税引前四半期純利益 1,577,380 999,253

法人税、住民税及び事業税 461,000 324,000

法人税等調整額 19,237 △10,800

法人税等合計 480,237 313,199

四半期純利益 1,097,142 686,054
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【注記事項】

(追加情報)

　当社は、2024年5月29日開催の第58回定時株主総会において、役員退職慰労制度廃止に伴う打切り支給を決議しま

した。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取り崩し、打切り支給額の未払金131,753千円を固定負債の「そ

の他」に含めて表示しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

※１．所有目的の変更等に伴う仕掛販売用不動産及び固定資産への振替は次の通りであります。

　　①固定資産への振替

 前事業年度

(2024年２月29日)
当第１四半期会計期間

(2024年５月31日)

（販売用不動産からの振替） (１物件） (－物件）

土地 －千円 －千円

建設仮勘定 239,014千円 －千円

合　計 239,014千円 －千円
 

 
　２．保証債務

　　分譲マンション購入者の銀行借入金に対し、保証を行っております。

 前事業年度

(2024年２月29日)

当第１四半期会計期間

(2024年５月31日)

 
分譲マンション購入者

(５名) (５名)

10,274千円 10,049千円
 

 
(四半期損益計算書関係)

　　　売上高及び売上原価の四半期ごとの偏向について
　
　前第１四半期累計期間（自 2023年３月１日　至 2023年５月31日）及び当第１四半期累計期間（自 2024年３月１日　

至 2024年５月31日）

当社の主要事業である分譲マンション販売は、マンションの竣工後購入者へ引渡しが行われる際に売上高が計上

されるため、開発時期や工期等により四半期ごとの業績に偏向が生じる可能性があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年３月１日
 至 2024年５月31日)

減価償却費 172,276千円 171,562千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間（自 2023年３月１日　至 2023年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月26日開催

の定時株主総会
普通株式 310,793 28.00 2023年２月28日 2023年５月29日 利益剰余金

 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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当第１四半期累計期間（自 2024年３月１日　至 2024年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月29日開催

の定時株主総会
普通株式 377,391 34.00 2024年２月29日 2024年５月30日 利益剰余金

 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

当社は、2024年４月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式144,400株の取得を行っております。この結

果、当第１四半期累計期間において、自己株式が203,648千円増加（単元未満株32株の買取り含む）し、当第１四

半期会計期間末において自己株式が203,770千円となっております。

 
(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自 2023年３月１日 至 2023年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

区分

報告セグメント
その他
(千円)
（注）１

合計
(千円)

分譲
マンション

販売
(千円)

戸建て住宅
販売
(千円)

その他
不動産販売
(千円)

不動産
賃貸収入
(千円)

計
(千円)

売上高        

顧客との契約
から生じる収益

11,880,922 434,846 1,432,728 － 13,748,496 12,421 13,760,918

その他の収益
（注）２

－ － － 794,866 794,866 － 794,866

外部顧客への
売上高

11,880,922 434,846 1,432,728 794,866 14,543,362 12,421 14,555,784

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － － －

計 11,880,922 434,846 1,432,728 794,866 14,543,362 12,421 14,555,784

セグメント利益 1,543,501 38,702 188,174 254,123 2,024,501 10,161 2,034,662
 

(注) １．「その他」の区分には、報告セグメントには含まれない事業セグメントであり、解約手付金収入、保険代理

店手数料収入及び仲介手数料等を含んでおります。

２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等が含ま

れております。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

利益 金額（千円）

報告セグメント　計 2,024,501

「その他」の区分の利益 10,161

全社費用（注） △280,599

四半期損益計算書の営業利益 1,754,063
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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当第１四半期累計期間（自 2024年３月１日 至 2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

区分

報告セグメント
その他
(千円)
（注）１

合計
(千円)

分譲
マンション

販売
(千円)

戸建て住宅
販売
(千円)

その他
不動産販売
(千円)

不動産
賃貸収入
(千円)

計
(千円)

売上高        

顧客との契約
から生じる収益

8,630,561 270,274 1,225,900 － 10,126,736 29,076 10,155,812

その他の収益
（注）２

－ － － 825,622 825,622 － 825,622

外部顧客への
売上高

8,630,561 270,274 1,225,900 825,622 10,952,358 29,076 10,981,434

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － － －

計 8,630,561 270,274 1,225,900 825,622 10,952,358 29,076 10,981,434

セグメント利益 1,007,598 10,626 278,261 248,912 1,545,398 26,861 1,572,260
 

(注) １．「その他」の区分には、報告セグメントには含まれない事業セグメントであり、解約手付金収入、保険代理

店手数料収入及び仲介手数料等を含んでおります。

２．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等が含ま

れております。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

利益 金額（千円）

報告セグメント　計 1,545,398

「その他」の区分の利益 26,861

全社費用（注） △319,396

四半期損益計算書の営業利益 1,252,864
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
(収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第１四半期累計期間

(自 2023年３月１日

 至 2023年５月31日)

当第１四半期累計期間

(自 2024年３月１日

 至 2024年５月31日)

　１株当たり四半期純利益 98円84銭 62円20銭

(算定上の基礎)   
四半期純利益 (千円) 1,097,142 686,054

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 1,097,142 686,054

普通株式の期中平均株式数 (株) 11,099,752 11,029,108
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年７月11日

和田興産株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

神戸事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松　　井　　 理　　晃  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 武　　士　　 雄　　太  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている和田興産株式会

社の2024年３月１日から2025年２月28日までの第59期事業年度の第１四半期会計期間（2024年３月１日から2024年５月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、和田興産株式会社の2024年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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